
　母
子
家
庭
の
母
が
、次
の
対
象
資
格
を
取

得
す
る
た
め
に
看
護
学
校
な
ど
の
養
成
機

関（
修
業
期
間
2
年
以
上
）で
修
業
す
る
場

合
に
、高
等
技
能
訓
練
促
進
費
お
よ
び
修
了

一
時
金
を
支
給
し
ま
す
。

　看
護
師（
准
看
護
師
）、介
護
福
祉
士
、保

育
士
、理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士

　な
ど

　20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
市
内

在
住
の
母
子
家
庭
の
母
で
、次
の
要
件
を
満

た
す
方
。

①
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
か
、同
様
の
所
得

水
準
の
方

②
過
去
に
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
を
受
給

し
て
い
な
い
方

③
養
成
機
関
で
2
年
以
上
の
過
程
を
修
業

し
、対
象
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

　ま
ず
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。個
別
に
詳

し
い
内
容
と
手
続
き
方
法
を
ご
説
明
し
ま

す
。

女
性
児
童
課
児
童
福
祉
係
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支給額

高等技能訓練促進費 修了一時金

支給期間 修了後に支給

市民税非課税世帯 月額141,000円 50,000円

市民税課税世帯 月額70,500円 25,000円

修業期間の全期間　※１

修業期間の1／2に相当する
期間（上限18ヶ月）　※２

平成24年３月31日までに
修業を開始する方

平成24年４月１日以降に
修業を開始する方

※１　平成24年３月31日までに入学された方
入学

修業期間３年

促進費支給期間

看
護
師
な
ど
の
資
格
取
得
を
応
援
し
ま
す

● 支給額および支給期間

対
象
資
格

手
続
き
方
法
な
ど

問
い
合
わ
せ

対
象
者

【例】　修業期間3年の養成機関に入学した場合

１年目 ２年目 ３年目

卒業

修了一時金
支給

※２　平成24年４月１日以降に入学された方
入学

修業期間３年

促進費支給期間

１年目 ２年目 ３年目

卒業

修了一時金
支給

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練

促
進
事
業

Rel ief secur i ty days

庄原消防署　鈎0824‐72‐9911
東城消防署　鈎08477‐2‐4005

●
3
つ
の
習
慣

●
4
つ
の
対
策

住
宅
防
火

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

煙
突
の
破
損
に
よ
る
出
火
防
止

春の全国火災予防運動

安心・安全な毎日のために　3
月
1
日
か
ら
3
月
7
日
ま
で
の
7
日

間
、火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、火

災
の
発
生
と
被
害
を
防
ぐ
た
め「
春
の
全
国

火
災
予
防
運
動
」が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、火
災
の
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。

　ま
だ
ま
だ
寒
く
、暖
房
器
具
が
手
放
せ
な

い
日
が
続
き
ま
す
。屋
内
外
で
の
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
す
る
。

●
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ

ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防

炎
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　屋
根
に
積
も
っ
た
雪
が
ず
り
落
ち
、雪

の
重
さ
で
お
風
呂
な
ど
の
煙
突
が
破
損
し
、

火
の
粉
が
噴
出
し
て
軒
裏
な
ど
に
燃
え
移

り
、火
災
と
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
お
宅

の
煙
突
は
大
丈
夫

で
す
か
？

　煙
突
を
点
検
し
、

亀
裂
な
ど
の
破
損

を
発
見
し
た
ら
使

用
を
止
め
、
修
理

な
ど
必
要
な
処
置

を
し
ま
し
ょ
う
。

　市
教
育
委
員
会
は
、

高
校
・
大
学
・
専
門
学

校
な
ど
に
在
学
、進
学

す
る
生
徒
や
学
生
を

対
象
に
、奨
学
金（
貸
付
・

支
給
）制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。平
成
23
年
度

の
奨
学
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

①
父
母
な
ど（
父
母
が

い
な
い
場
合
は
、父
母

に
代
わ
っ
て
家
計
を

支
え
て
い
る
方
）
が
、

１
年
以
上
市
内
に
住

所
が
あ
る
こ
と
。

②
高
等
学
校
な
ど
に

在
学
し
て
い
る
こ
と
。

③
学
習
に
意
欲
を
持

つ
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

④
経
済
的
理
由
で
修

学
が
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

⑤
国
、地
方
公
共
団
体

そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
団
体
が
行
っ
て
い

る
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

⑥
父
母
な
ど
が
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

①
庄
原
市
奨
学
金
貸
付
申
請
書

②
父
母
な
ど
の
住
民
票
の
写
し

③
父
母
な
ど
の
直
近
の
市
・
県
民
税
課
税
台
帳

記
載
事
項
証
明
書（
所
得
証
明
書
）

④
４
月
１
日
以
降
に
進
学
・
在
学
す
る
学
校
の

学
校
長
が
発
行
す
る「
入
学
を
証
明
す
る
書
類

ま
た
は
在
学
証
明
書
」（
原
本
）

⑤
誓
約
書（
連
帯
保
証
人
２
人
の
印
鑑
証
明
書

と
市
税
の
納
税
証
明
書
を
添
付
）

⑥
そ
の
他
、教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
書
類

※
①
②
③
は
申
請
時
に
必
要

※
④
⑤
⑥
は
４
月
15
日（
金
）ま
で
に
提
出

※
申
請
書
類
は
、教
育
総
務
課
・
市
民
生
活
課

ま
た
は
各
支
所
教
育
室
・
市
民
生
活
室
に
用
意

し
て
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
総
務
係
ま
た
は
各
支
所
教
育
室

2
月
16
日（
水
）～
4
月
15
日（
金
）17
時
30
分

ま
で（
郵
送
の
場
合
は
、期
間
内
必
着
）

【
市
内
居
住
に
よ
る
返
還
免
除
制
度
】

　学
校
を
卒
業
後
、一
定
期
間
以
上
市
内
に
居

住
す
る
と
、奨
学
金
返
還
の
一
部
を
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
教
育
総
務
課
総
務
係
（
鈎

0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
8
2
）ま
た
は
各
支
所

教
育
室
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸付月額（無利子）

区　分
高等学校専修学校

（高等課程）

国公立 私　立

自宅通学

自宅外通学

18,000円

23,000円

20,000円

25,000円

大　　学

国公立 私　立

30,000円

35,000円

41,000円

48,000円

短期大学専修学校
（専門課程）

国公立 私　立

30,000円

35,000円

40,000円

45,000円

高等専門学校
各種学校など

国公立 私　立

20,000円

25,000円

30,000円

35,000円

庄
原
市
奨
学
金

平
成
23
年
度
奨
学
生
募
集
！

教
育
総
務
課
総
務
係
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■
主
な
資
格
要
件

■
提
出
書
類

■
提
出
先

■
申
請
受
付
期
間


